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勝呂小学校

歴史民俗
資  料  館

東
山
道
武
蔵
路

義家塚

大宮住吉神社
西光寺

宗福寺
胴山古墳

勝呂神社
古墳

勝呂廃寺

市民総合
運動公園

  勝呂
公民館

発掘調査で
東山道武蔵路
を発見！

源義家が腰
かけた古墳

市内最大の
前方後円墳
全長 67ｍ

７世紀頃の
巨大円墳

７世紀後半に創建
された古代寺院

年３回、神楽を
奉納しています

境内に市内
最大の板碑

資料館周辺の文化財マップ

②

③④

⑤

歴史民俗資料館
（石井 1800-6）☎ 284・1052
開館時間：午前 9 時〜午後 4 時
※土・日曜日、祝日は休館
◀ Facebook で情報配信中

今
年
、
旧
勝
呂
小
学
校
校
舎
（
現
歴
史

民
俗
資
料
館
）
は
、
築
80
年
を
迎
え

ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
歴
史
民
俗

資
料
館
の
歴
史
や
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

沿
革
　
勝
呂
小
学
校
～

歴
史
民
俗
資
料
館

　
明
治
６
年
、
塚
越
の
西
光
寺
を
校
舎
と
し

て
塚
越
小
学
校
が
開
校
し
、
明
治
10
年
前
後

に
な
る
と
島
田
小
学
校
、
石
井
小
学
校
、
赤

尾
小
学
校
な
ど
が
開
校
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

明
治
30
年
４
月
に
旧
勝
呂
公
民
館
の
敷
地
内

に
移
転
し
、
同
年
８
月
に
勝
呂
村
尋
常
高
等

小
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
13
年
10
月
15
日
、
現
在
の
勝
呂
小
学

校
の
場
所
に
新
校
舎
が
竣
工
し
ま
し
た
。
こ

の
校
舎
が
、
現
在
の
歴
史
民
俗
資
料
館
の
建

物
で
あ
り
、
当
時
の
勝
呂
村
の
村
長
で
あ
っ

た
林
織お
り
よ
し善
氏
を
筆
頭
に
、
多
く
の
方
々
が

建
築
委
員
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
こ

の
校
舎
は
昭
和
55
年
に
解
体
さ
れ
ま
し
た
が
、

一
部
を
曳ひ
き
や家

し
現
在
は
歴
史
民
俗
資
料
館
と

し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

建
物
の
特
徴

 　
旧
勝
呂
小
学
校
校
舎
は
木
造
２
階
建
で
、

昭
和
55
年
に
曳
家
し
た
校
舎
の
一
部
は
、
教

室
、
唱
歌
室
兼
講
堂
、
図
書
室
、
裁
縫
室
、

作
法
室
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
部
分
に
該

当
し
ま
す
。
作
法
室
は
和
室
で
、
現
在
も
当

時
の
姿
を
残
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
部
分

に
つ
い
て
も
、
内
装
・
外
装
と
も
大
き
く
改

修
な
ど
は
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
昔
の
小
学

校
の
雰
囲
気
を
今
で
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
ど
こ
か
懐
か
し
い
建
物
で
す
。

坂
戸
の
歴
史
が
こ
こ
に

歴
史
民
俗
資
料
館

①＝歴史民俗資料館の外観。9 月以
降、敷地内で事務室・トイレ新築
工事を実施する予定ですが、館
内の見学は可能です。

②＝２階の和室は、小学校だった当
時、作法室として使用されていま
した。和の雰囲気を感じられる、
資料館おすすめのスポットです。

③＝階段にも、戦前の面影が残って
　います。
④＝玄関を入ると、人物埴輪が皆さ
　んをお出迎えします。
⑤＝廊下には、展示のほかに多数の

展示図録等も閲覧できます。椅
子もありますので、ごゆっくり
ご覧ください。

▲北峰古墳群より出土した、
人物埴

は に わ
輪の男性と女性です。

非公式キャラのため、名前は
ありません。モデルは左ペー
ジ写真④の埴輪です。資料館
に会いに来てね！

①
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INFORMATION WIDE 市役所　☎283・1331

議
会
や
市
政
の
仕
組
み
を
学
習

　
７
月
24
日
に
、市
役
所
議
場
で「
坂

戸
子
ど
も
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
、
市
政
や
地
方
自
治
に
関

心
を
持
ち
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
「
坂

戸
」
の
発
展
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る

意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
当
日
は
、
市
内
の
小
学
校
12
校
か

ら
６
年
生
の
代
表
12
名
が
集
ま
り
、

環
境
や
地
域
の
交
流
、
観
光
な
ど
に

つ
い
て
、
市
に
対
し
て
様
々
な
意
見
・

提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
坂
戸
・
上
谷
・
桜
小
学

校
の
３
校
は
、「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」
等
に
学
習
し
た
成
果
と

し
て
、
坂
戸
市
や
学
校
の
こ
と
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

子
ど
も
議
員
の
声
（
抜
粋
）

◆
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
良

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
将
来

議
員
に
な
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

◆
ほ
か
の
人
の
意
見
を
聞
い
て
共

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

多
く
の
人
の
意
見
を
取
り
入
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
視

野
が
広
が
っ
て
人
と
し
て
成
長

で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。

◆
普
段
は
入
れ
な
い
議
場
で
自
分

の
考
え
を
発
表
す
る
な
ど
、
貴

重
な
体
験
が
で
き
て
良
か
っ
た

で
す
。

◆
今
回
の
経
験
を
生
か
し
て
、
坂

戸
市
の
良
さ
や
、
直
し
て
も
ら

い
た
い
と
こ
ろ
を
伝
え
る
な
ど

し
て
、
み
ん
な
が
暮
ら
し
や
す

い
坂
戸
市
を
つ
く
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

◆
学
習
成
果
発
表
を
見
て
、
自
分

の
学
校
や
、
住
ん
で
い
る
地
域

の
良
い
と
こ
ろ
を
み
ん
な
に
教

え
る
の
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
し
た
。

問
学
校
教
育
課
（
内
線
５
７
３
）

小
お の

野 花
か れ ん

玲さん（坂戸）中
なかがわ

川 蒼
そ ら

空さん（入西）
意見）坂戸市を観光都市にし
よう

意見）坂戸を住みやすく絆の
固い場所にする

今
こ ん の

野 心
み ゆ

結さん（城山）

相
あ い だ

田 瑞
み ず き

貴さん（南）

金
か ね こ

子 陽
は る と

音さん（片柳）

佐
さ と う

藤 彩
あや

さん（三芳野）

意見）旧城山小リニューアル
計画

意見）捨て猫捨て犬のない未
来

意見）北坂戸駅周辺に活気を取
り戻そう

意見）みんなハッピー計画

（上谷）（上の写真左から）

鈴
す ず き

木 耀
よ う た

汰さん、栗
くりはら

原 祥
しょうた

太さん、
山
やまうち

内 奏
そ な

南さん、畑
はたけだ

田 香
こ う み

美さん

（坂戸）（上の写真左から）

後
ご と う

藤 ラウラさん、塚
つかはら

原 ふゆさ
ん、遠

えんどう
藤 鼓

こ た ろ う
太郎さん

比
ひ る ま

留間 悠
は る か

華さん（千代田）服
はっとり

部 由
ゆうせい

聖さん（上谷）

蜷
にながわ

川 徹
てつ

さん（桜）

成果発表）上谷地区まで
行ってＱ！

成果発表）坂小ハーモニー
大作戦

意見）本が好きな私たちのた
めに

意見）交通事故を防ぐには

意見）北坂戸小跡地の有効利
用について

堤
つつみ

 瑠
る な

那さん（大家）木
き む ら

村 充
みちる

さん（勝呂）
意見）きれいで安全な坂戸市
を目指して

意見）公園をつくってほしい

小 学 生 が
意 見 ・ 提 案

坂 戸 子 ど も 議 会

米
よ ね だ

田 梛
な ぎ さ

沙さん（浅羽野）
意見）坂戸の文化や伝統、歴
史を大切に

（桜）（上の写真左から）

中
なかじま

島 里
り さ

彩さん、柴
しばむら

村 澄
と わ

和さん

成果発表）坂戸市・桜小
の素敵な秘密
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　本市では、平成 26 年度から、市内小・中学校の普通
教室にエアコンを設置しています。
　また、平成 30 年度には、中学校の特別教室等 51 室に
エアコンを設置する予定です。
　児童生徒や教員から、「暑い夏も、涼しい教室で快適に
集中して勉強ができています！」「暑い中でも給食を残さ
ずおいしく食べています！」という声が多く聞かれました。
今年の猛暑も、元気に乗り切りました。

　本市では、夏場の暑さ対策として、
市内小・中学校の全ての体育館に冷風
送風機を設置しました。
　市内小・中学校の体育館は、災害の
際に、避難所としても指定されていま
す。
　夏休み中に体育館で部活動を行う中
学校では、毎日のように稼働していま
した。

　8月6日（月）
～7日（火）に、
埼玉県立小川げ
ん き プ ラ ザ に
て 英 語 力 向 上
の た め の 新 規
事 業「Sakado 
English Camp」
を実施しました。
　市内の小学校から 55 名の 6 年生が参加し、6 ～ 7
人のグループに分かれて外国語指導助手（ALT）と
一緒に山の中を歩いたり、英語ゲームを行ったり、
カレーライスを作ったりしながら、英語を使って二
日間を過ごしました。
　参加した児童からは「たくさん英語で話をして、
すごく勉強になった。これからもしっかり英語を勉
強したい。」「新しい友達もたくさんできて楽しかっ
た。機会があればまた参加したい。」などの感想が寄
せられました。

　本市では、児童生徒が気持ちよく安心し
て利用できる清潔なトイレとなるよう、小・
中学校全校でトイレの改修を計画的に進
めています。平成 29 年度は三芳野小学校、
今年度は桜小学校のトイレの全面改修を行
う予定です。
　なお、トイレの全面改修と並行して、ト
イレの洋式化も順次進めています。今年度
末には、小・中学校全体でトイレの洋式化
率は 55％になる予定です。

　中学生を対象とした英語力向上事
業のひとつとして、市内の中学校に
通う生徒全員が英語検定 ( 英検 ) に
挑戦します。
　受験料は市が全額負担し、今年は
10 月 5 日 ( 金 ) に各中学校で一次試
験を実施し、3 級以上の受験者で一
次試験合格者は 11 月 11 日に坂戸
中学校を会場として二次試験の面接
試験を受けます。
　英検に挑戦することを通して、英
語を学習するきっかけにしていただ
きたいと考えています。

　7 月 23 日～ 8 月 2 日にかけて、各小学校で実施した
水泳教室に、市内にある 4 つのスイミングスクールから
指導員を派遣し、児童の泳力向上を図りました。
　クロールや平泳ぎで 25 ｍを泳げない児童を対象に指
導していただき、たくさんの児童が 25 ｍを泳ぎ切る達
成感を味わうことができました。
　参加した児童からは「泳ぎのコツがわかり、初めて 25
ｍを泳ぎ切ることができた。今度は 50 ｍ泳げるように
がんばりたい。」などの感想が寄せられ、また一緒に参加
した先生からも「児童の課題を分かりやすく伝えていて、
大変勉強になった。」などの声が聞かれました。

市内小・中学校の教室に
エアコンを設置

体育館に
冷風送風機を設置

英語合宿『Sakado English
 Camp』を実施！

進めています！
トイレの洋式化

充実しています！

坂戸の学校教育！

中学生が
英検に挑戦！

小学校水泳教室へ
プロの指導員を派遣！

An English proficiency test, I challenge.

９
月
１
日
土
曜
日

日
直
さ
か
ろ
ん
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市長の市内企業訪問

01 廣嶋産業株式会社
坂戸リサイクルセンター

株式会社ヤマザキ電機

株式会社マンホール商会
レジン事業部

02

03

　廣嶋産業㈱坂戸リサイクルセン
ターでは、再生砕石製造販売等を
手掛けており、再生砕石製造の各
工程を見学しました。大型の破砕
機材や作業に使用する大型重機は
迫力があり、工程ごとの丁寧な説
明を受け、リサイクルにおける取
組に市長は感心していました。

　㈱ヤマザキ電機では、品質や環
境に関する ISOを取得し、品質管
理や環境配慮に力を入れていると
説明を受けました。その後、工場
で見学を行い、顧客のオーダーに
合わせた熱処理炉の製造工程に市
長は感心していました。

　㈱マンホール商会レジン事業部
では、取扱商品であるハンドホー
ルや接着剤等の説明を受けました。
実際に、コンクリート製の電柱を
補強するために、アラミド繊維を
巻き付けて強化するサンプル品等
を見学しながら技術力の高さに市
長は感銘を受けていました。

～会社概要～
所在地：善能寺513
設　立：平成21年４月
取扱品目等：FRP製品／ハンドホ
ール（電線等の点検口に使用され
るもの）及び蓋類、建設土木資材、
接着剤及び加工用樹脂資材等

～会社概要～
所在地：小山123
設　立：昭和62年７月
取扱品目等：金属、セラミックス
等熱処理炉の設計・製造販売及び
保守サービス

～会社概要～
所在地：萱方307-３
設　立：昭和60年６月
取扱品目等：セメント販売、生コ
ンクリート販売、一般建設用材料
販売、廃コンクリート受入、再生
砕石製造販売等

　この事業は、市長が市内企業を訪問し意見交換等を行う中で、企業の
ニーズや課題等を把握し、本市と企業との関係づくりによる商工業の振
興を目的に、平成25年度より毎年実施しています。
　本年度１回目となる企業訪問を、７月12日（木）に実施し、次の３事
業者を訪問しました。

大迫力の
破砕作業！

ニーズに沿った
炉を提供！

工事を支える
高い技術力！

　さかろんの誕生日（８月28日）に合
わせて、「婚姻届出記念写真撮影用顔出
しパネル」と「坂戸市オリジナル婚姻届
・出生届」を作成しました。
　顔出しパネルは、坂戸市オリジナル婚
姻届を模したデザインとなっていて、坂
戸市役所東口玄関わきの市政情報コーナ
ーに設置しています。撮影を希望される

方はお気軽に市民職員までお申し付けく
ださい。なお、撮影用にご自身のカメラ
等をご持参ください。
　オリジナル婚姻届・出生届は、所々に
さかろんが描かれている可愛いデザイン
となっています。また、記念用の婚姻届・
出生届をご用意しましたので、ぜひご利
用ください。

▲記念用の婚姻届・出生届

▲坂戸市オリジナル出生届

▲婚姻届出記念写真撮影用顔出しパネル
と坂戸市オリジナル婚姻届

　市では、平成18年度から女子栄養
大学と協働で、坂戸市葉酸プロジェク
トを推進しています。
　この度、プロジェクトの一環として、
結婚や妊娠で新しい家族が増える方を
対象に、葉酸関連商品の贈呈を始めま
した。
【協力：ハウスウェルネスフーズ（株）】
贈呈方法　◇婚姻届提出時に市民課窓

　口にて贈呈◇母子健康手
　帳交付時に市民健康セン
　ター又は子育て支援課にて贈呈
妊娠前後に大切な葉酸　葉酸は赤ちゃ
んの健やかな発育に必要なビタミン
であり、妊娠する１か月以上前から
妊娠３か月までの期間に十分に摂る
必要があります。

問市民生活課（内線３１６）

婚姻届提出時・母子健康手帳交付時に
葉酸関連商品を贈呈

▲坂戸市オリジナル出生届

（　　　　　　　　　　）

（  　　）
（　　）

　

届け出られた事項は、人口動態調査
（統計法に基づく基幹統計調査、厚
生労働省所管）にも用いられます。

筆頭者の氏名には、戸籍のはじめに
記載されている人の氏名を書いてく
ださい。

◎母子健康手帳と届出人の印を
　ご持参ください。

届出人は、原則として子の父また
は母です。届出人が署名押印した
あと届書を持参する方は親族、そ
の他の方でもかまいません。

子の父または母が、まだ戸籍の筆頭
者となっていない場合は、新しい戸
籍がつくられますので、この欄に希
望する本籍を書いてください。

鉛筆や消えやすいインキで書かない
でください。

記入の注意

記入の注意

子が生まれた日からかぞえて14日以
内に出してください。

届書は、1通でさしつかえありませ
ん。

子の名は、常用漢字、人名用漢字、
かたかな、ひらがなで書いてくださ
い。子が外国人のときは、原則かた
かなで書くとともに、住民票の処理
上必要ですから、ローマ字を付記し
てください。

よみかたは、戸籍には記載されませ
ん。住民票の処理上必要ですから書
いてください。

子　の　氏　名
男女
の別

午前
午後

番地
番　　　　号

施設の名称

時　　分

１男　２女

生まれたとき 年　　月　　日

体重及び身長
体重

妊娠
週数

出生子

死産児（妊娠満22週以後）

人

胎

この出生子及び出生後
死亡した子を含む

満　　週　　日

グラム センチメートル
身長

単胎・多胎の別
１単胎　　　２多胎（　　　子中第　　子）

上記のとおり証明する。

（住所）

（氏名）

番地
番　　　号

　　印

年　　月　　日

母　の　氏　名

この母の出産
した 子 の 数

１ 医 　 師

２ 助 産 師

３ そ の 他

出 生 し た

ところ 及 び

そ の 種 別

出 生 し た
ところの種別

１病院　２診療所　３助産所
４自宅　５その他

出 生 し た
と　こ　ろ

出生したところ
の種別１~３

□には、あてはまるものに□のよう
にしるしをつけてください。

　この母の出産
した子の数は、
当該母又は家人
などから聞いて
書いてください。

　体重及び身長
は、立会者が医
師又は助産師以
外の者で、わか
らなければ書か
なくてもかまい
ません。

夜の12時は
　「午前０時」、
昼の12時は
　「午後０時」と
書いてください。

　この出生証明
書の作成者の順
序は、この出生
の立会者が例え
ば医師･助産師
ともに立ち会った
場合には医師が
書くように1、2、3
の順序に従って
書いてください。

年　　月　　日届出

長　殿

生まれ たとき

子　の　氏　名

住　　　　　所

本　　　　　籍

外国人のときは
ローマ字を付記
してください

（  　　）

（　　）

外国人のときは
国籍だけを書い
てください

住民登録を
するところ

子が生まれた
ときの年齢

生まれたところ

父 母 の 氏 名
生　年　月　日

同居を始めたとき

子が生まれた
ときの世帯の
おもな仕事と

父 母 の 職 業

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

⑼

⑽

⑾

⑿

⒀

⒁

⒂

受  理 年　　月　　日

送  付 年　　月　　日

発  送 年　　月　　日

第　　　　　 　　　　号

第　　　　　 　　　　号

長  印

書類調査 戸籍記載 記載調査 調  査  票 附　　票 住  民  票 通　　知

（よ　み　か　た）
氏 名

（よみかた）

生

　
ま

　
れ

　
た

　
子

生
ま
れ
た
子
の
父
と
母

そ
の
他

届

　出

　人

（　　  ）

（  　　）

住 所

本 籍

署 名

事 件 簿 番 号

□
□
□

1 .

7 .公設所の長

父
母 □2 .法定代理人 □3 .同居者 □4 .医師 □5 .助産師 □6 .その他の立会者

番地
番　　　　　号

番地　　筆頭者
番　　　の氏名

印　　　　　　　　年　　　月　　　日生

連
絡
先

電話　　　（　 　）

自宅･勤務先［　　　　　 ］・携帯

出　生　届

父母と
の
続き柄

□嫡 　 出 　 子

□嫡出でない子

年　　　　月　　　　日 □午前
□午後

□男
□女

時　　　　　分

番地
番　　　　　　号

番地
番　　　　　　号

番地
番

世帯主
の氏名

父

筆頭者
の氏名

□1 .
□ 2 .
□ 3 .

□ 4 .

□ 5 .
□ 6 .

農業だけまたは農業とその他の仕事を持っている世帯
自由業･商工業･サービス業等を個人で経営している世帯
企業･個人商店等（官公庁は除く）の常用勤労者世帯で勤め先の従業者数が１人から99人まで
の世帯 （日々または１年未満の契約の雇用者は５）
３にあてはまらない常用勤労者世帯及び会社団体の役員の世帯（日々または１年未満の契約の
雇用者は５）
１から４にあてはまらないその他の仕事をしている者のいる世帯
仕事をしている者のいない世帯

年　　　月　　　日　（満　　　歳）

年　　 　　月 結婚式をあげたとき、または、同居を始め
たときのうち早いほうを書いてください

母

年　　　月　　　日　（満　　　歳）

世帯主と
の続き柄

父の職業
（国勢調査の年…　　　　年…の４月１日から翌年３月３１日までに子が生まれたときだけ書いてください）

母の職業

出 生 証 明 書

（　　　　）

（　　　　　　　）

環境にやさしい植物インキを使用しています。

⑷欄に同じ

⑹欄に同じ ⑹欄に同じ

✓

▲記念用の婚姻届・出生届

ご利用
ください

問市民課（内線329）

婚姻届出記念写真撮影用顔出しパネル
坂戸市オリジナル婚姻届・出生届

Congratulations        

環境にやさしい植物インキを使用しています。

外国人のときは国籍だけを書いてください

書類調査 戸籍記載 記載調査 調 査 票 附　　票 住 民 票 通　　知

　　年　　月　　日届出

長　殿

受 理      　　年　　月　　日
第　　　　　　　　      号

送 付     　　年　　月　　日
第　　　　　　　　      号

発 送     　　年　　月　　日

長 印

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

夫　 に　 な　 る　 人 妻 　 に 　な 　る　 人氏

氏
名

名生  年  月  日

氏 　 　 　 名

年 　　　月　 　　日
年  　 月 　  日

番地
番　　　　号 番地

番　　　　号

住 　 　 　 所

（よ　み　か　た）

（よ　み　か　た）

世帯主
の氏名 世帯主

の氏名本 　 　 　 籍

番
番地

筆頭者
の氏名 筆頭者

の氏名父

母
父

母

続 き 柄

男
続 き 柄

女夫の氏
妻の氏

新本籍 (左の　の氏の人がすでに戸籍の筆頭者となっているときは書かないでください )
番地
番

住民登録をしているところ

他 の 養 父 母 はその 他 の 欄 に書いてください

父 母 の 氏 名父母との続き柄

婚姻後の夫婦の
氏・新しい本籍
同居を始めたとき

初婚・再婚の別
妻

夫

番
番地

初婚 再婚 死別
離別 年 月 日

年 月

初婚 再婚 死別
離別 年 月 日

結婚式をあげたとき、または、同居を始めたときのうち早いほうを書いてください

同居を始める
前の夫妻のそれ
ぞれの世帯の

夫 妻 の 職 業

おもな仕事と

夫
夫
夫

夫

夫
夫

妻
妻
妻

妻

妻
妻

1. 農業だけまたは農業とその他の仕事を持っている世帯
2. 自由業・商工業・サービス業等を個人で経営している世帯
3. 企業・個人商店等（官公庁は除く）の常用勤労者世帯で勤め先の従業者数が 

1人から99人までの世帯（日 ま々たは1年未満の契約の雇用者は5） 
4. 3 にあてはまらない常用勤労者世帯及び会社団体の役員の世帯（日 ま々たは
1年未満の契約の雇用者は 5） 5. 1から4にあてはまらないその他の仕事をしている者のいる世帯

6. 仕事をしている者のいない世帯（国勢調査の年･･･ 　　年･･･の 4月 1日から翌年 3月 31 日までに届出をするときだけ書いてください )夫の職業
妻の職業

届 　 出 　 人
署　名　押　印

印

印

妻

夫

事 件 簿 番 号
住所を定めた年月日
夫
妻

年 月 日
年 月 日

連 

絡 

先

電話 （ ）
自宅 勤務先・

携帯・[ ]

使

　者

妻

夫

年 月 日
午前
午後 時 分受領

署 　 　 　 名
押 　 　 　 印
生 年 月 日

住 　 所

本 籍

証 　 　              人

番地
番　　　　号 番地

番　　　　号

番地
番 番地

番

印
印

年 月 日
年 月 日

そ

　
の

　他

問商工労政課（内線３４５）
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生きがいサービス事業

在宅福祉事業

　老人クラブとは、地域の高齢者が支える自主的な組織です。
　仲間づくりを通した生きがいと健康づくり、生活や地域を豊かにする
活動に取り組んでいます。
　市内には、現在 40 の老人クラブがあり、約 3,250 名の会員が活動しています。
　今回は 3つの老人クラブの活動を会長さんより紹介します。

老人クラブに入りませんか

横沼福寿会

入西第六老壮クラブ

千代田万寿会

敬　老　会

　70歳と75歳以上の方を招待し、
長寿を祝います。
　今年は10月４日（木）に開催しま
す。対象者には招待状を送付しま
すので、時間を確認のうえ、ご来
場ください。

　市では、高齢者が元気で生きがいを持ち、幸せを実感できる生活
を送れるように、生きがいサービス事業や在宅福祉事業などを実施
しています。

各種イベント

　高齢者歩け歩け大会、高齢者歌
謡ショー、グラウンドゴルフ大会、
ゲートボール大会等、健康増進及
び相互の友愛を深めることを目的
に、各種イベントを開催します。

緊急時通報システム

　緊急時にボタンを押せ
ば受信センターに通報さ
れ、必要に応じて援助や
救急要請等を行う装置を
設置します。

そ　の　他

　ほかにも様々なサービ
スがありますので、高齢
者福祉課又は地域包括支
援センターへご相談くだ
さい。

紙おむつ等の給付

　ご自宅で排せつの介護
を要する高齢者に対し
て、紙おむつ等の給付を
行い、家族への負担を軽
減します。

移送支援サービス

　常時寝たきり又は常時
車いすを利用していて病
院等への移動が困難な高
齢者に対し、専用の移送
用車両により自宅と病院
等との間を送迎します。

配食サービス事業

　食事の支度が困難な高
齢者に対して、自宅に食
事（昼食）を定期的に配
送するとともに安否確認
を行います。

寝具乾燥消毒サービス

　自宅で寝具を干すこと
が困難な高齢者に対し
て、直接自宅を訪問し、
寝具の水洗いと乾燥消毒
を行います。

ふれあい収集事業

　所定のごみ集積所へご
み・資源物を出すことが
困難な高齢者に対して、
直接自宅を訪問し、ごみ
等を収集するとともに安
否確認を行います。

訪問理美容サービス

　理美容室へ出向くこと
が困難な高齢者に対し
て、理美容師が自宅を訪
問して理美容サービスを
提供します。

ふれあい入浴補助券交付事業

　市内在住 65 歳以上の方に 1 人
12 枚１セット（年度で 1人１回）
を交付します。
　ご家族の代理申請の受付もでき
ますので、申請者の身分証明書を
持参のうえ、高齢者福祉課窓口へ
申請してください。

老人クラブ

　おおむね 60 歳以上の方を対象
に、社会奉仕活動や地域社会との
交流、レクリエーション等を行っ
ている団体です。市内には 40 の
老人クラブがあり、生きがいを持
ち健康づくりや仲間をつくる場と
なっています。

　入西第六老壮クラブは、昭和 55 年 4 月に結成
し現在男性 50 名、女性 27 名の合計 77 名で活動
しています。
　主な活動は、新春の集い、総会、納涼祭、一泊
旅行、地区市民体育祭、年末の集い、グラウンド
ゴルフ、ゆうゆう大学です。特にグラウンドゴル
フは大会入賞を目指して練習に励んでいます。ま
た、城山荘で行うカラオケ大会は毎回時間が足り
ないくらいです。
　地域での交流や楽しく様々な活動ができますの
で、興味がある方の入会をお待ちしています。

　皆様こんにちは。私たちの会は市内の一番東に
ある創設約 45 年の歴史ある老人クラブです。現
在会員数 119 名、平均年齢 77 歳、笑い声が飛び
交いにぎやかな雰囲気で活動しています。
　神社、公園の清掃美化活動や体育祭の参加等の
地域貢献活動、高齢者三芳野大学の参加及び一泊
研修旅行、グラウンドゴルフ、ペタンク、将棋大
会などを行っています。
　「明るく楽しく元気なクラブで多くの仲間と活
動」をモットーに地域の方々と交流を深めていき
たいと考えています。

　本会は千代田、谷頭地区に居住する人を対象に
した老人会です。会員の親睦、地域貢献を通し、
充実した高齢社会を推進し活動しています。
　ラジオ体操やグラウンドゴルフの健康維持 ･増
進活動やごみゼロ運動、学童の下校時の見守りな
どの地域貢献活動を行っています。秋には出前講
座を利用して健康づくりや交通安全などの学習に
励んでいます。また、年末年始の交流会、旅行等
は全会員間の親睦を深めています。
　これからも楽しく、健やかに活動を継続して行
きたいと思っています。

９月15日～21日は老人週間

みんなで築こう　地域の支え合い

問高齢者福祉課（内線４３２）問高齢者福祉課（内線４３２）

自宅で生活する高齢者を支援するサービスです。資格要件がありますので、申請後、調査を行います。地域の方々と
交流を深めよう

入西第六老壮クラブ
花田勝夫会長

元気に楽しく
一人ひとりを大切に

横沼福寿会　
西里豊作会長

第二の人生を
楽しく健やかに

千代田万寿会　
内田一正会長
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「こころの体温計」で
簡単メンタルヘルスチェック！

　「こころの体温計」は、携帯電話や
パソコンから簡単にストレス状態や落ち込み
度をチェックできます。相談機関も表示され
ますので、ご利用ください。
◇パソコンの場合
https://fishbowlindex.jp/sakado/

◇携帯電話の場合
スマートフォンや携帯
電話からは右記の二次
元バーコードを読込む
とアクセスできます。

坂
戸
市
の
現
状

　

坂
戸
市
の
平
成
24
年
か
ら
平
成
28

年
ま
で
の
自
殺
者
数
は
、
年
間
20
人

前
後
で
推
移
し
て
き
ま
し
た
が
、
平

成
29
年
は
12
人
に
減
少
し
ま
し
た
。

坂
戸
市
の
自
殺
の
原
因
と
背
景

　

厚
生
労
働
省
「
地
域
に
お
け
る
自

殺
の
基
礎
資
料
」
に
よ
る
と
、
本
市

の
自
殺
の
原
因
は
、
６
年
間
の
累
計

で
「
健
康
問
題
」
が
64
％
、
次
い
で

「
経
済
・
生
活
問
題
」、「
家
族
問
題
」

と
続
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
悩
み
に
加
え
て
、
本
人

の
性
格
傾
向
、
人
生
観
、
そ
の
人
を

取
り
巻
く
環
境
な
ど
が
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
、
自
殺
に
至
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
殺
者
の
９
割
が
、
う
つ

病
な
ど
の
こ
こ
ろ
の
病
気
を
わ
ず

ら
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
様
々
な
悩
み
に
よ
っ
て
心
理
的

に
追
い
詰
め
ら
れ
た
結
果
、
う
つ
病

を
発
症
し
、
正
常
な
判
断
が
で
き
な

く
な
っ
て
、
自
殺
し
か
解
決
策
が
な

い
と
思
い
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　

多
く
の
自
殺
は
、
本
人
の
意
思
や

選
択
の
結
果
で
は
な
く
、
心
理
的
に

「
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
」
を
選
ん

で
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

気
づ
い
て
く
だ
さ
い
自
殺
の
サ
イ
ン

　

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、
サ
イ

ン
を
発
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

周
囲
が
そ
の
サ
イ
ン
に
気
づ
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
次
の
よ
う
な
サ
イ
ン

を
多
く
認
め
た
場
合
は
、
自
殺
の
危

険
が
迫
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

自
殺
予
防
の
10
箇
条

①
う
つ
病
の
症
状
が
あ
る
（
気
分
が

沈
む
、
自
分
を
責
め
る
、
仕
事
の

能
率
が
落
ち
る
、決
断
で
き
な
い
、

不
眠
が
続
く
）

②
原
因
不
明
の
体
調
不
良
が
長
引
く

③
酒
量
が
増
え
る

④
安
全
や
健
康
が
保
て
な
い

⑤
仕
事
の
負
担
が
急
に
増
え
る
、
大

　

き
な
失
敗
を
す
る

⑥
職
場
や
家
庭
で
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら

　

れ
な
い

⑦
本
人
に
と
っ
て
価
値
あ
る
も
の
（
職
、

地
位
、
家
族
、
財
産
）
を
失
う

⑧
重
い
病
気
に
か
か
る

⑨
自
殺
を
口
に
す
る

⑩
自
殺
未
遂
に
お
よ
ぶ

サ
イ
ン
を
出
し
て
い
る人

へ
の
接
し
方

　

職
場
や
日
常
生
活
の
中
で
身
近
な

人
の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
時
や
い
つ

も
と
違
う
様
子
に
気
づ
い
た
時
は
、

声
を
か
け
て
心
配
し
て
い
る
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、

話
を
聞
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

丁
寧
に
話
を
聞
い
た
ら
、
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
誰
か
に
相
談
を
す
る
よ
う

に
勧
め
た
り
、
安
心
で
き
る
よ
う
な

情
報
を
伝
え
る
と
さ
ら
に
良
い
で

し
ょ
う
。
医
療
機
関
の
受
診
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

私
達
は
、
日
々
色
々
な
悩
み
を
抱

え
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
家
族
や
職

場
、
地
域
で
の
き
ず
な
を
深
め
、
悩

み
を
抱
え
て
い
る
人
の
サ
イ
ン
に
気

づ
い
て
、
支
援
し
、
専
門
家
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
救
え
る
命

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

問
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
☎
284
・
１
６

　

２
１

　

介
護
保
険
は
40
歳
以
上
の
方
が
、

加
入
す
る
制
度
で
す
。
支
援
や
介
護

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、要
介
護（
要

支
援
）
認
定
申
請
を
行
い
、
認
定
を

受
け
る
と
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

申
請
で
き
る
方

◇
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の

方
）
で
日
常
生
活
に
支
援
や
介
護

が
必
要
と
な
っ
た
方

◇
第
２
号
被
保
険
者
（
40
歳
以
上
64

歳
ま
で
の
医
療
保
険
加
入
者
）
で

脳
血
管
疾
患
等
の
特
定
疾
病
が

原
因
で
、
支
援
や
介
護
が
必
要
と

な
っ
た
方

申
請
方
法　
申
請
書
に
、
介
護
保
険

被
保
険
者
証
（
第
２
号
被
保
険
者

の
方
は
医
療
保
険
の
被
保
険
者

証
）
を
添
え
て
、
高
齢
者
福
祉
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
は
、
本
人
や
家
族
の
ほ
か
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に
代
行

を
依
頼
で
き
ま
す
。申
請
を
す
る
と
、

訪
問
調
査
や
主
治
医
意
見
書
に
基
づ

き
審
査
・
判
定
が
行
わ
れ
、
介
護
や

支
援
が
必
要
な
度
合
い（
要
介
護
度
）

が
決
ま
り
ま
す
。

問
高
齢
者
福
祉
課
（
内
線
４
３
８
）

介
護
保
険
の
認
定
申
請
と

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法

自
殺
を
防
ぐ
た
め
に

私
達
が
で
き
る
こ
と

　

平
成
29
年
、
日
本
で
は
２
万
１
千
321
人
の
方
が
自
ら
命
を
絶
っ
て

お
り
、
自
殺
者
数
は
交
通
事
故
死
亡
者
数
の
５
倍
以
上
に
の
ぼ
り
ま

す
。
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
た
め
に
、
自
殺
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

介護サービスの利用方法
◇在宅サービスを利用したい場合
①介護サービス計画の作成
　要介護者は居宅介護支援事業者に、要支
援者は地域包括支援センターに依頼する
と、本人や家族の意見を踏まえた計画を無
料（全額を介護保険で負担）で作ってもら
えます。

②サービス事業者と契約
　訪問介護や訪問看護などを行うサービス
事業者と契約します。

③在宅サービスの利用開始

◇施設サービスを利用したい場合
　希望する施設に直接申込を行い、事業者
と契約します。

『命をつなぐ』

居宅介護サービス（要介護）
　要介護と認定された方のサー
ビスです。在宅でその方の能力
に応じて、自立した生活を送れ
るよう、訪問介護や通所介護（デ
　　　　　　イサービス）等
　　　　　　が利用できます。

地域密着型サービス
　住み慣れた地域で生活ができるよう提供
されるサービスで、坂戸市の被保険者のみ
利用できます。
　市には、認知症対応型共同生活介護（グ
ループホーム）・日常生活上の世話や機能
訓練などを受けられる地域密着型通所介護
等があります。
　事業所が行う運営推進会議に、地域の代
表者として、区・自治会等役員、民生・児
童委員、老人クラブの代表者などの方へ出
席依頼がある場合があります。

福祉用具購入・住宅改修
　介護保険では、要介護（要支援）に認定された方で必要
と認められた場合に、福祉用具購入費用（年間上限額 10
万円）及び住宅改修に要した費用（上限 20 万円※原則１
回限り）の７～９割分の給付を受けることができます。
※福祉用具購入や住宅改修をお考えの方は、事前にケアマ
　ネジャーへご相談ください。
福祉用具購入　対象品目を指定事業者から購入したときに
　支給対象となります。
対象品目　腰掛け便座、入浴補助用具等
住宅改修　対象工事が必要と認められたとき
※工事開始前に、申請が必要です。
対象工事　手すりの取付け、段差の解消等

介護予防サービス（要支援）
　要支援と認定された方のサー
ビスです。
心身の状態
の維持、改
善のため介
護予防サー
ビスが利用
できます。

施設サービス（要介護）
　特別養護老人ホームや介護体
制の整った医療施設などに入所
し、リハビリテーションや日常
生活上の支援や介護が受けられ
ます。

受けることができるサービスの種類
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ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
相
談
窓
口

　
今
年
６
月
に
発
生
し
た
大
阪
北
部

地
震
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
で

痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

市
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
係
る
建
築
基

準
や
既
存
の
塀
の
点
検
方
法
な
ど
の

相
談
窓
口
を
住
宅
政
策
課
に
設
置
し

ま
し
た
。

　
な
お
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
個
人
の
財

産
で
す
。
所
有
者
の
責
任
に
お
い
て

適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
塀
の
自
主
点
検
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

補
助
制
度

　
震
災
に
強
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、
木
造
住
宅

の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
住
宅　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
２
階
建
て

以
下
の
一
戸
建
て
の
住
宅
又
は
併

用
住
宅
で
、
市
の
定
め
る
要
件
を

満
た
し
て
い
る
も
の

対　
象　
補
助
対
象
住
宅
の
所
有
者

で
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

補
助
金
額　
◇
耐
震
診
断
に
要
し
た

費
用
（
限
度
額
13
万
円
）
◇
耐
震

改
修
に
要
し
た
費
用
の
23
％
に
30

万
円
を
加
え
た
額
（
限
度
額
60
万

円
）

問
住
宅
政
策
課
（
内
線
５
４
５
）

大
地
震
に
備
え
ま
し
ょ
う

　
大
阪
北
部
地
震
や
、
関
東
地
方
で

震
度
４
ク
ラ
ス
の
地
震
が
頻
発
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
も
い
つ
大

地
震
が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い

状
況
で
す
。
大
地
震
に
備
え
、
普
段

か
ら
対
策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

家
具
の
固
定

　
地
震
の
時
、
家
具
は
「
凶
器
」
と

な
り
ま
す
。
し
っ
か
り
と
固
定
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

家
族
間
で
決
め
て
お
く
連
絡
ル
ー
ル

　
地
震
の
時
、
家
族
と
一
緒
に
い
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
事
前
に
連
絡
方

法
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

坂
戸
市
防
災
マ
ッ
プ
の
活
用

　
自
分
の
住
む
地
域
の
災
害
リ
ス
ク

を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
、
防
災
対
策

を
進
め
る
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。
平

成
30
年
７
月
豪
雨
に
お
い
て
も
、
河

川
の
氾
濫
に
よ
る
浸
水
エ
リ
ア
は
、

水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
浸
水
想
定

区
域
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
住
む
地
域
の

情
報
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
防
災
マ
ッ
プ
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

各
地
区
の
指
定
避
難
所
の
割
り
振
り

を
決
定

　
市
で
は
、
市
内
全
て
の
小
・
中
学

校
と
一
部
公
共
施
設
を
指
定
避
難
所

と
し
て
指
定
し
、
備
蓄
品
等
を
整
備

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
各
地
区

か
ら
の
意
向
調
査
を
も
と
に
、
区
・

自
治
会
ご
と
に
使
用
す
る
指
定
避
難

所
の
割
り
振
り
を
決
定
し
ま
し
た
。

割
り
振
り
は
別
表
１
の
と
お
り
で
す
。

自
分
の
住
む
地
区
が
、
災
害
発
生
時

に
ど
こ
へ
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
、
事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
浸
水
想
定
区
域
内
の
指
定
避
難
所

は
、
水
害
時
は
使
用
に
適
さ
な
い

た
め
、
最
寄
り
の
指
定
避
難
所
を

水
害
時
の
指
定
避
難
所
と
し
て
い

ま
す
。

※
必
ず
し
も
指
定
の
場
所
に
避
難
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
状
況
に
応
じ
て
、
最

寄
り
の
避
難
所
へ
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法

　
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
と
は
、

用
意
し
た
備
蓄
食
料
を
定
期
的
に

（
１
か
月
に
１
、２
度
）
食
べ
て
、

食
べ
た
分
を
買
い
足
し
、
備
蓄
し
て

い
く
方
法
で
す
。
食
べ
な
が
ら
備
え

る
た
め
、
無
理
な
く
備
蓄
で
き
る
の

で
、
１
週
間
分
程
度
の
備
蓄
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

９
月
２
日
（日）
午
前
８
時
30
分

　
　
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
訓
練
配
信

　
市
民
総
合
防
災
訓
練
の
開
始
と
同

時
に
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
訓
練
配

信
（
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開

始
）
を
行
い
ま
す
。
配
信
時
間
に
市

内
に
い
る
全
て
の
方
の
携
帯
電
話
が

鳴
動
し
ま
す
。

　
不
都
合
が
あ
る
方
は
、
設
定
を
オ

フ
に
す
る
か
、
あ
ら
か
じ
め
電
源
を

お
切
り
く
だ
さ
い
。

※
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
で
は
「
緊
急
速
報

エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
と
呼
称
し
て
い

ま
す
。

※
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
受
信
可
否
に

つ
い
て
は
、
各
携
帯
電
話
会
社
販

売
店
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
設
定
中
で
も
携
帯
電

話
が
鳴
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
対
応
機
種
で
あ
っ
て
も
、
通
話
パ

ケ
ッ
ト
通
信
中
、
電
波
状
況
が
悪

い
場
合
等
は
受
信
で
き
ま
せ
ん
。

問
防
災
安
全
課
（
内
線
２
１
９
）

6 鉄筋
5 ひび割れ

3 控え壁

4 根入れ（基礎）

2 厚さ

1 高さ

ブロック塀の安全確認
チェックポイント！
　ブロック塀について、以下の
項目を点検し、ひとつでも不適
合があれば危険なので改善しま
しょう。
　まず外観で１～ 5をチェッ
クし、ひとつでも不適合がある
場合や分からないことがあれば、
専門家に相談しましょう。

□１ 塀の高さは地盤から2.2ｍ以
下か。

□２ 塀の厚さは10cm以上か。
（塀の高さが２ｍ超の場合は
15cm以上）

□３ 塀の長さ3.4ｍ以下ごとに、
塀の高さの1/5以上突出し
た控え壁があるか。
（塀の高さが1.2ｍ超の場合）

□４ コンクリートの基礎がある
か。

□５ 塀に傾き、ひび割れはないか。
□６ 塀に鉄筋は入っているか。

（専門家に相談）

―
普
段
の
備
え
が
あ
な
た
の
命
を
守
り
ま
す
―

　
　
　

今
日
か
ら
始
め
る
防
災
対
策
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INFORMATION WIDE 市役所　☎283・1331

各地区の指定避難所一覧
区・自治会名 地域

防災拠点
指定
避難所

水害時の
指定避難所 区・自治会名 地域

防災拠点
指定
避難所

水害時の
指定避難所

紺屋区松原、紺屋区高窪、
紺屋区宮東、紺屋区大橋、
紺屋区宮西、横沼区原方、
横沼区登戸、横沼区北方、
小沼区中廓、小沼区西廓、
小沼区附島、小沼区北廓、
小沼区木曾免、青木区中
央、青木区昭和、青木区
宿

芦山町1区（芦山町町内
会）、芦山町 2区（芦山
町町内会）、芦山町 3区
（芦山町町内会）、片柳
北（片柳町内会）

泉町東部地区町内会、泉
町一区町会、泉町二区町
会、泉町三区町会、泉町
四区（三丁目）町会、溝
端町南町内会、13 街区
末広町内会、伊豆の山町
西町内会、伊豆の山北町
内会、上吉田地区会

花影町会、三光町一区、
三光町二区自治会、中富
町一区、中富町二区、中
富町三区自治会、中富町
４区
石井市営住宅自治会、若
葉台マンション自治会、
栄区、千代田2丁目一区
自治会、千代田 2丁目 3
区自治会

千代田二丁目2区自治会、
千代田二丁目4区、千代
田二丁目 5 区、若葉台
第一住宅管理組合自治会、
千代田四丁目1区
大字新堀区、大字堀込区、
大字小山、善能寺区、大
字竹之内区、大字長岡区、
北浅羽、今西区、中里区、
塚崎、大字北峰
花みず木町内会、大字金
田自治会、沢木自治会、
東和田地区自治会、大字
新ケ谷区、戸口区
森戸上区、森戸中区、森
戸下区、森戸加仁区、四
日市場、大字厚川、大字
萱方
欠ノ上自治会、大字成願
寺、森戸市場地区、厚川
川向

多和目１区、多和目２区、
多和目３区、多和目４区

大字北大塚

西坂戸自治会

関間三区自治会、コンド
ミニアム坂戸自治会、関
間四丁目自治会、千代田
三丁目１区、谷頭自治会

北坂戸団地自治会

末広町内会

坂戸七区、坂戸八区、鶴
舞自治会

三芳野
公民館

坂戸ろ
う学園

北坂戸
公民館

浅羽野
公民館

千代田
公民館

千代田
公民館

千代田
公民館

入西地
域交流
センター

入西地域交
流センター

健康増
進施設

大家公
民館

若宮
中学校

城山
学園
城山
公民館

北坂戸
公民館

北坂戸
公民館

浅羽野
公民館

上谷
小学校

勝呂
公民館

勝呂
公民館

中央
公民館

文化
会館

三芳野
小学校

片柳
小学校

桜
小学校

浅羽野
中学校

千代田
小学校

南
小学校

千代田
中学校

入西
小学校

若宮
中学校

健康増
進施設

大家
小学校

若宮
中学校

城山
学園
城山
学園

桜
中学校

片柳
小学校

浅羽野
小学校

上谷
小学校

勝呂
小学校

住吉
中学校

坂戸
中学校

坂戸
小学校

勝呂
小学校

住吉
中学校

坂戸
中学校

坂戸ろ
う学園

坂戸ろ
う学園

坂戸ろ
う学園

坂戸ろ
う学園

三芳野
小学校

坂戸ろ
う学園

別表１

千代田
小学校

南
小学校

千代田
小学校

南
小学校

千代田
中学校

入西
小学校

若宮
中学校

入西
小学校

大家
小学校

若宮
中学校

城山
学園
城山
学園

千代田
中学校

坂戸ろ
う学園

坂戸
中学校

三芳野
小学校
又は
住吉
中学校

中小坂中一（中小坂上区
会）、中小坂中二（中小坂
上区会）、中小坂中三（中
小坂上区会）、中小坂中四
（中小坂上区会）、中小坂
中五（中小坂上区会）、中
小坂中六（中小坂上区会）、
中小坂中東（中小坂下区
会）、中小坂中西（中小坂
下区会）公団東坂戸団地
自治会、県営住宅東坂戸
団地自治会、東坂戸住宅
管理組合、ヴェルディー
ル東坂戸自治会
下石井区、石井内袋地区
自治会、石井上宿区自治
会、大字石井下宿区、石
井元宿第1区、石井元宿
第2区自治会、石井新町
自治会、島田上宿、島田
下宿、島田本村、島田新
田、赤尾弾正、赤尾新田組、
赤尾中組、赤尾金山、赤
尾下組自治会、若葉・ひ
いらぎタウン自治会

緑町自治会、南町自治会、
坂戸一区の一自治会、坂戸
一区の二自治会、坂戸2区
の1自治会、坂戸二区の二
自治会、坂戸四区の一、坂
戸4区の2、八幡一区自治
会、八幡二区自治会、関間
第1区自治会、関間2区
自治会、千代田一丁目1区、
千代田一丁目2区自治会

坂戸1区の 3自治会、坂
戸三区自治会、坂戸五区
（三丁目）、坂戸6区の1、
坂戸 6区の 2、坂戸 6区
の 3、薬師町町内会

清水町1区、第一住宅坂
戸団地自治会、フラワーフ
ィル柳町自治会、片柳東（片
柳町内会）、片柳西（片柳
町内会）、片柳中（片柳町
内会）、片柳南（片柳町内会）

塚越区馬場、塚越区入谷、
塚越区八日市場、塚越区
下宿、戸宮第１、戸宮第2
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10月7日（日）※雨天の場合は、中止となります。

詳しくは、各公民館・入西地域交流センターへ

地区市民体育祭

さ
か
ど
街
バ
ル

市
内
の
お
店
で
お
得
な
メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
も
う
！

　
「
さ
か
ど
街
バ
ル
」
が
今
年
も
開

催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
新

た
に
、
店
主
等
が
講
師
と
な
り
、
こ

だ
わ
り
等
の
専
門
知
識
を
皆
さ
ん
へ

伝
え
る
「
ま
ち
な
か
講
習
会
」
を
一

部
店
舗
に
て
開
催
し
ま
す
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
街
バ
ル
チ
ケ
ッ

ト
を
持
っ
て
、
お
店
へ
足
を
運
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

期　
間

◇
街
バ
ル　
11
月
17
日
（土）
〜
25
日
（日）

◇
あ
と
バ
ル　
11
月
26
日
（月）
〜
12
月

２
日
（日）

◇
ま
ち
な
か
講
習
会　
11
月
17
日
（土）

〜
12
月
２
日
（日）
※
各
店
舗
に
よ
り

開
催
日
が
異
な
り
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト　
２
千
円
（
500
円
券
５
枚

つ
づ
り
）
※
２
千
セ
ッ
ト
限
定

販
売
日
時　
10
月
５
日
（金）
〜

販
売
場
所　
坂
戸
市
商
工
会
及
び
一

部
参
加
店
舗

※
参
加
店
舗
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
店
舗

の
詳
細
は
、
坂
戸
市
商
工
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
随
時
更
新
し
ま
す
。

問
さ
か
ど
街
バ
ル
実
行
委
員
会
（
坂

戸
市
商
工
会
内
）
☎
282
・
１
３
３

１

　
住
生
活
に
関
す
る
最
も
重
要
で
基

本
的
な
調
査
が
、
10
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
住
宅
数

や
国
民
の
居
住
状
況
を
明
ら
か
に
す

る
だ
け
で
は
な
く
、「
高
齢
化
社
会

を
支
え
る
居
住
環
境
」、「
耐
震
性
・

防
火
性
等
の
住
宅
性
能
水
準
の
達
成

度
」、「
土
地
の
利
用
状
況
」
の
ほ
か
、

「
空
き
家
の
実
態
」
を
把
握
す
る
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

対　
象　
市
内
約
２
千
500
世
帯
（
全

国
約
370
万
世
帯
）

調
査
方
法　
①
調
査
対
象
地
域
の
全

て
の
世
帯
へ
「
調
査
の
お
知
ら
せ
」

を
配
布

②
調
査
対
象
と
な
っ
た
世
帯
へ
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
書
類
を
配
布

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
な
か
っ

た
世
帯
へ
紙
の
調
査
票
を
配
布

　
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、

９
月
中
に
統
計
調
査
員
が
伺
い
ま
す

の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
又
は
紙
の

調
査
票
よ
り
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

問
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
・
78
・
３
９
３
９

平
成
30
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
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北坂戸駅

駅東通線

県道日高・
　川島線

至日高市

至鶴ヶ島市

至 国道407号 至 国道407号 至 川島町

至 毛呂山町至 毛呂山町

県
道
川
越
・
坂
戸
・
毛
呂
山
線

北
口
北
口

南
口
南
口

東口東口

中央図書館
文化会館
ふれあ

ステージ会場
（文化会館 P ）

交通規制

※規制区域内では自転車の通行もできません。

坂
戸
駅

第18回

家
族
介
護
教
室

家
族
介
護
の
負
担
を
軽
減
・
疑
問
を
解
決

受付中

受付中

受付中

受付中

受付中

10月1日

11月1日

20名

20名

20名

40名

25名

40名

20名

200円

無料

500円

500円

無料

200円

無料

電話でNPOゆめきらり
こまがわ事務局（☎090・
9146・5207）へ

電話で特別養護老人ホー
ム好日の家（☎298・36
33）へ

電話で一般社団法人
シンビオージ（☎227・6
508）へ

電話で地域交流ボラン
ティアよりあい＊ええげえ
し（☎282・3836）へ

電話で特別養護老人ホー
ムシャローム・ガーデン坂
戸（☎282・4590）へ

電話で介護者支援の会さ
かど（☎281・0162）へ

電話で(株)PMCケアプラ
ンあゆみ（☎227・696
0）へ

緑豊かな公園を活用して
リフレッシュする方法を
学びます。ハーブを使っ
た香り水の制作

栄養や食事のバランス
等高齢者向けの食生活

アロマによる癒しを学
び、体験

かかりつけ薬剤師・薬局
の講演、在宅介護や自分
らしい暮らしへ理解を深
めるワークショップ

利用者の目線に立って、
デイサービスの体験
 

「紙おむつの科学/排泄
用品の最新情報も」の講
演、試食・体験コーナー

介護負担の軽減につな
げる生活環境の工夫方
法

9月20日(木)
午前10時～正午

9月14日(金)
午後1時30分～
3時30分

10月19日(金)
午前9時30分～
11時30分

10月15日(月)
午前10時～正午

10月28日(日)
午前10時～
午後3時

11月30日(金)
午後1時30分～
3時30分

12月14日(金)
午後1時30分～
3時30分

高麗川コミュニティ
パーク管理棟ホール
（中里140）

特別養護老人ホーム
好日の家
地域交流スペース
（浅羽1130‐1）

特別養護老人ホーム
好日の家
地域交流スペース
（浅羽1130‐1）

文化施設オルモ　情
報研修室
(芦山町1‐2)

特別養護老人ホーム
シャローム・ガーデン
坂戸
（新堀1‐1）

坂戸市文化施設オル
モ2階
ギャラリー1～3
（芦山町1‐2）

特別養護老人ホーム
好日の家
地域交流スペース
（浅羽1130‐1）

身近な自然と触れ
合って介護疲れもリ
フレッシュ！

もっと身近に！シンプ
ルに栄養バランスを
知ろう！

アロマで健康チェッ
ク！リラックスできる
暮らしをサポート

マイケアプラン楽習
会「かかりつけ薬剤
師・薬局を知ろう！」

シャローム元気大学

排泄に関する正しい
知識を知ろう～紙お
むつの科学／排泄
用品の最新情報も～

ちょっとした工夫で
介護負担軽減！生活
環境講座

　
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
を

支
援
す
る
た
め
の
教
室
を
、
市
内
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
介
護
事
業
所
等
の
協

力
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
、
会
場
等
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

対　
象　
市
内
在
住
で
家
族
の
介
護

に
携
わ
る
方
又
は
介
護
に
興
味
の

あ
る
方

※
教
室
の
内
容
等
詳
し
く
は
、
各
教

室
申
込
先
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
者
福
祉
課
（
内
線
４
３
６
）

日　時　10月20日（土）・21日（日）午前10時～午後 7時
（21日は午後6時まで）
交通規制　開催期間中、交通規制を実施しますので、皆
さんのご理解とご協力をお願いします。
※中央図書館駐車場は、まつりの準備・片付けのため
　10月19日（金）～22日（月）は駐車できません。
問坂戸よさこい実行委員会事務局（商工労政課内　内線
　347）

※詳しくは、坂戸よさこいホームページをご覧ください。

がんばろう日本！元気を坂戸から！
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毎
年
９
月
20
日
か
ら
26
日
の
１
週

間
は
動
物
愛
護
週
間
で
す
。

　
普
段
私
た
ち
に
癒
し
や
安
ら
ぎ
を

与
え
て
く
れ
る
動
物
た
ち
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
た
り
、
家
族
の
一
員
で

あ
る
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
マ
ナ
ー
等
に

つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
見
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
責
任

◇
終
生
飼
養

　
ペ
ッ
ト
は
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ

て
世
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
飼
え
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
の
理
由
で
、
途

中
で
捨
て
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

◇
周
辺
住
民
等
へ
の
心
づ
か
い　

　
散
歩
中
の
犬
の
フ
ン
は
持
ち
帰
っ

て
く
だ
さ
い
。
猫
は
外
飼
い
を
す
る

と
交
通
事
故
等
の
リ
ス
ク
が
高
く
な

る
の
で
室
内
飼
い
を
奨
励
し
て
い
ま

す
。

◇
災
害
時
の
避
難
対
策　

　
災
害
時
に
は
ペ
ッ
ト
も
避
難
が
必

要
で
す
。
避
難
所
で
ト
ラ
ブ
ル
を
生

ま
な
い
よ
う
普
段
か
ら
し
つ
け
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

犬
・
猫
に
つ
い
て
の
相
談
先

◇
犬
に
つ
い
て

　
坂
戸
保
健
所
☎
283
・
７
８
１
５

◇
猫
に
つ
い
て

　

埼
玉
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
☎

048
・
536
・
２
４
６
５

◇
飼
い
犬
や
猫
の
行
方
不
明

　
環
境
保
全
課
（
内
線
３
８
３)

※
保
健
所
、
警
察
署
又
は
近
隣
市
町

村
へ
の
連
絡
も
有
効
で
す
。

◇
道
路
上
の
犬
猫
等
の
死
体

西
清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
281
・
３
５
７
５

※
土
・
日
曜
日
、
祝
休
日
等
は
市
役

所
日
直
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
環
境
保
全
課
（
内
線
３
８
３
）

救命講習会（10月~12月）明るい人権㉔
平成27年３月に入間郡市同和対策協議会が発表した
「人権に関する意識調査」の調査結果
　障害のある人の人権について
　入間郡市 12市町に在住する満 20歳以上の男女
1,056人に、障害のある人の人権が尊重されていな
いと感じる状況について聞いたところ、「障害のある
人又は障害についての理解が十分でない」24.3％と
最も高く、次いで「就職活動や職場において不利な
扱いを受ける」15.4％でした。
　また、障害のある人の人権を守るために必要なこ
とについては、「学校教育の中で、障害理解教育を充
実する」18.3％、次いで「障害のある人の就職機会
を確保する」16.7％でした。
　障害のある人を含むすべての人にとって住みよい
社会にするためには、全ての人が障害のある人につ
いて十分に理解し、必要な配慮を進めていくことが
大切です。

内　容　◇普通救命　心肺蘇生法（成人）及び大出血
時の止血法　◇上級救命　心肺蘇生法（成人、小児、
乳児、新生児）大出血時の止血法、傷病者の管理法、
手当の要領及び搬送法

対　象　坂戸・鶴ヶ島市在住、在勤、在学者（中学生以上）
定　員　各 30名（先着順）※ 10月28日は20名
費　用　無料　
申込み　９月10日（月）~直接窓口又は電話で警防課へ
（土・日曜日、祝休日を除く午前８時30分~午後５時）
問消防本部警防課☎281・3116

問人権推進課（内線 233）

　
９
月
24
日
（月）
に
市
民
総
合
運
動
公

園
で
開
催
し
ま
す
。

か
け
っ
こ
教
室

時　
間　
午
前
10
時
〜
10
時
50
分

対　
象　
小
学
生

定　
員　
60
名
（
先
着
順
）

持
ち
物　
室
内
履
き
、
運
動
が
で
き

る
服
装

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

時　
間　
午
前
11
時
〜
11
時
50
分

対　
象　
中
学
生
以
上

※
小
学
生
と
保
護
者
の
２
名
で
の
参

加
は
可
能
で
す
。

定　
員　
30
名
（
先
着
順
）

持
ち
物　
室
内
履
き
、
外
履
き
、
運

動
が
で
き
る
服
装

《
共
通
事
項
》

費　
用　
500
円

講　
師　
園
原
健
弘
氏
（
日
本
陸
上

競
技
連
盟
公
認
コ
ー
チ
：
バ
ル
セ

ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
歩
日
本
代

表
）

申
込
み　
９
月
８
日
（土）
〜
参
加
費
を

添
え
て
直
接
窓
口
へ

足
型
計
測
会

時　
間　
午
前
10
時
〜
11
時
50
分　

（
受
付
は
午
前
11
時
30
分
ま
で
）

対　
象　
小
学
生
以
上

費　
用　
無
料

申
込
み　
不
要

※
詳
し
く
は
市
民
総
合
運
動
公
園
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
総
合
運
動
公
園
☎
284
・
１
７

７
１

動
物
に
愛
情
を
注
ぎ
、
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

市
民
総
合
運
動
公
園
各
種
教
室

 種　別 期　日 場　所 時　間

普通
救命講習

10月5日（金） 坂戸消防署 　午前９時
　～正午

10月28日（日）鶴ヶ島消防署 　午前９時
　～正午

上級
救命講習 12月11日（火） 坂戸消防署 　午前９時～

　午後５時

動
物
た
ち
も
大
切
な
家
族
で
す

※駐車場に限りがあります。

IN FO RM ATION 市役所　☎283・1331

広告

愛
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

庶
務
課
（
内
線
２
１
４
）

◇
防
災
安
全
課
・
商
工
労
政
課
へ　
あ
お

り
運
転
防
止
啓
発
写
真
・
坂
戸
よ
さ
こ
い

啓
発
写
真
＝
溝
呂
木
芳
（
千
代
田
）

◇
学
校
教
育
課
へ　
金
10
万
円
＝
東
日
本

昇
降
機
サ
ー
ビ
ス
㈱

◇
中
央
図
書
館
へ　
拡
大
読
書
器
＝
関
勝

夫
（
鶴
舞
）

　
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

健
康
増
進
施
設
サ
ン
テ
さ
か
ど

温
水
プ
ー
ル
臨
時
休
業

健
康
増
進
施
設
サ
ン
テ
さ
か
ど
☎
280･

７

１
１
１

　
温
水
プ
ー
ル
定
期
清
掃
の
た
め
、
次
の

と
お
り
臨
時
休
業
し
ま
す
。
な
お
、
温
水

プ
ー
ル
を
除
く
他
の
施
設
は
、
休
館
日
を

除
き
、
平
常
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

休
業
日
９
月
17
日
（月）
〜
21
日
（金）

印
鑑
登
録
証
明
書
の
記
載
内
容
を
変
更

市
民
課
（
内
線
３
２
３
）

　
様
々
な
人
権
へ
の
配
慮
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
印
鑑
登
録
証
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い

た
男
女
の
別
を
、
10
月
１
日
か
ら
除
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
の
記
載
内

容
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
31・
32
年
度
坂
戸
市
建
設
工
事
請
負
等

入
札
参
加
資
格
審
査
に
係
る
申
請
受
付

施
設
管
理
課
（
内
線
２
４
５
）

対
市
（
一
部
事
務
組
合
は
除
く
）
が
発
注

す
る
建
設
工
事
、
設
計
・
調
査
・
測
量
、

土
木
施
設
維
持
管
理
の
受
注
を
希
望
す
る

方
（
物
品
・
そ
の
他
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

埼
玉
県
電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
に
参
加

し
て
い
る
県
市
町
等
の
共
同
受
付
で
す
。）

※
申
請
方
法
等
詳
し
く
は
、
埼
玉
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

不
動
産
取
引
無
料
相
談
会

住
宅
政
策
課
（
内
線
５
４
３
）

日
10
月
１
日
（月） 

10
時
〜
16
時
場
坂
戸
駅
南

北
自
由
通
路
改
札
前
内
不
動
産
の
取
引
に

関
す
る
法
律
、
税
務
等
の
相
談
相
談
員
弁

護
士
、
税
理
士
等
問
（
公
社
）
全
日
本
不

動
産
協
会
埼
玉
県
本
部
☎
048･

866･

５
２

２
５女

性
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
特
設
人

権
相
談

　
女
性
特
有
の
人
権
問
題
な
ど
で
お
困
り

の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
９
月
20
日
（木） 

10
時
30
分
〜
15
時
30
分

（
受
付
は
15
時
ま
で
）
場
ウ
ェ
ス
タ
川
越

（
川
越
市
新
宿
町
１

－

17

－

17
）
費
無
料

問
火
・
金
曜
日
＝
川
越
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
事
務
局
☎
247
・
４
０
２
２
、
月
・
水
・

木
曜
日
＝
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
川
越
支

局
☎
243
・
３
８
２
４

さ
か
ろ
ん
新
グ
ッ
ズ
が
販
売
開
始

広
報
広
聴
課
（
内
線
１
６
４
）

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
色
＝
白
・
灰
・
紺
、
１
枚
１

千
300
円
Ｔ
シ
ャ
ツ
色
＝
赤
・
桃
・
灰
・
青
・

紺
、
１
枚
１
千
円
新
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
Ａ

４
サ
イ
ズ
、
１
枚
50
円

※
市
役
所
３
階
広
報
広
聴
課
窓
口
で
販
売

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

防
災
安
全
課
（
内
線
３
１
９
）

期
間
９
月
21
日
（金）
〜
30
日
（日）
全
国
重
点
目

標
◇
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の

確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止
◇

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗

用
中
の
交
通
事
故
防
止
◇
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底
◇
飲
酒
運
転
の
根
絶

県
の
重
点
目
標 

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

市
の
重
点
目
標
自
転
車
利
用
者
の
交
通
ル

ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上

各
種
面
接
会

商
工
労
政
課
（
内
線
３
４
４
）

◇
若
者
就
職
面
接
会

日
・
内
10
月
９
日
（火）
◇
直
前
セ
ミ
ナ
ー
＝

12
時
15
分
〜
12
時
45
分
◇
就
職
面
接
会
＝

13
時
〜
16
時
（
受
付
は
正
午
〜
15
時
30
分
）

場
ウ
ェ
ス
タ
川
越
（
川
越
市
新
宿
町
１

－
17

－

17
）
対
正
社
員
を
希
望
す
る
お
お
む

ね
40
歳
ま
で
の
方
（
平
成
31
年
３
月
大
学

卒
業
予
定
の
方
を
含
む
）
参
加
企
業
川
越

地
域
雇
用
対
策
協
議
会
会
員
企
業
な
ど
30

社
予
定
費
無
料
持
履
歴
書
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
カ
ー
ド
申
不
要
問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
越

☎
242
・
０
１
９
７

◇
障
害
者
就
職
面
接
会

日
９
月
21
日
（金） 

12
時
30
分
〜
16
時
（
受

付
は
12
時
15
分
〜
15
時
）
場
文
化
会
館
ふ

れ
あ
内
企
業
の
人
事
担
当
者
と
の
面
接
、

就
職
相
談
※
手
話
通
訳
有
り
持
障
害
者
手

帳
（
原
本
及
び
コ
ピ
ー
）、
履
歴
書
（
複
数

枚
）、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
申
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
に
登
録
済
の
方
は
不
要
、
未
登
録
の

方
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
越
（
☎
242･

０
１

９
７
）
へ
電
話

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
TM

◇
チ
ケ
ッ
ト
一
般
先
行
抽
選
販
売
が
開
始

申
込
期
間
９
月
19
日
（水）
〜
11
月
12
日
（月）

※
詳
し
く
は
、
公
式
チ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
開
催
１
年
前
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

日
９
月
23
日
（日） 

10
時
〜
17
時
場
熊
谷
ラ
グ

ビ
ー
場
（
熊
谷
市
上
川
上
300
）
内
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
、
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
応
援
団

出
演
ス
テ
ー
ジ
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

《
共
通
事
項
》
問
埼
玉
県
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
大
会
課
☎
048
・
830
・

６
８
７
０

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
lcuq

休
業
日

相
談
員

全
国
重
点
目

ポ
ロ
シ
ャ
ツＴ

シ
ャ
ツ

新
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

標県
の
重
点
目
標

市
の
重
点
目
標

参
加
企
業

申
込
期
間
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